
そ

の

他

納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い

６
月
は
市
県
民
税
第
１
期
の
納
期

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
付
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

収
納
課
（
内
線
２
２
５
）

納
め
て
く
だ
さ
い

下
水
道
受
益
者
負
担
金

６
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
第
１
期
分
の
納
期
で
す
。
平
成
１６

年
度
分
の
受
益
者
負
担
金
納
入
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限

ま
で
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
新
た
に
受
益
者
に

な
っ
た
か
た
で
、
６
月
３０
日
ま
で
に

受
益
者
負
担
金
全
額
を
一
括
し
て
納

め
ら
れ
た
か
た
に
は
、
１５
％
を
割
引

き
す
る
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
課
（
内
線
３
５
６
）

国
家
公
務
員
採
用
�
種
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

昭
和
５９
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６２

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
か
た

試
験
日
・
９
月
５
日（
日
）

締
め
切
り
・
６
月
２９
日（
火
）

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

�
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

交
換
し
ま
す
水
道
メ
ー
タ
ー

市
で
は
各
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
８
年
ご
と
に
交
換
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
約
２
、
４
０
０
世
帯
を
対
象

に
、
６
月
１
日
か
ら
３０
日
ま
で
行
い

ま
す
。
「
大
館
市
水
道
事
業
」
の
腕

章
を
つ
け
た
作
業
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
お
留
守
の
と
き
で
も
作
業

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
宅
地
内

へ
の
立
ち
入
り
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

水
道
課
（
内
線
２
９
５
）

自
衛
官
採
用
試
験

受
験
資
格

７
月
１
日
現
在
、
１８
歳
以
上
２７
歳

未
満
の
男
子

締
め
切
り
・
６
月
１１
日（
金
）

試
験
日
・
６
月
１９
日（
土
）

試
験
会
場

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

試
験
種
目

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検

査
、
身
体
検
査

自
衛
隊
秋
田
地
方
連
絡
部
大
館

出
張
所

�
４２
―
１
３
９
８

危
険
物
の
取
り
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
油
性
塗
料
な

ど
、
火
災
発
生
の

危
険
性
が
高
く
、

ま
た
消
火
が
困
難

で
、
火
災
拡
大
の

可
能
性
が
あ
る
物

は
、
消
防
法
で
危

険
物
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
使
用
す
る
ボ
イ

ラ
ー
を
始
め
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

農
機
具
の
使
用
回
数
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
危
険
物
の
取
り

扱
い
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま

し
ょ
う
。

広
域
消
防
署

�
４３
―
４
１
５
１

「
外
国
人
雇
用
状
況
報
告

制
度
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
の
外
国
人

労
働
者
の
雇
用
状
況
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
報
告
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
６
月
は
「
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間
」
で
す
。
外
国
人
労

働
者
の
適
正
な
雇
用
・
労
働
条
件
の

確
保
と
不
法
就
労
の
防
止
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館

�
４２
―
２
５
３
１

問

銅を金色や銀色に変える
科学マジックを体験します。
と き・６月２６日（土）

１０：００～１１：３０
ところ・郷土博物館
対 象・小学生以上

参加費・３００円
定 員・２４人（先着順）
受け付け開始・６月１日（火）

空き缶やたばこの吸い殻な
どが捨てられていたり、犬の
ふんが放置されていたりして、
不衛生な状態になっている公
園が見られます。

公園はみんなの憩いの場です。だれでも気持ち良
く利用できるよう、ごみの持ち帰り、犬のふんの
後始末を忘れずに行ってください。

と き・７月５日（月）～９日（金）
ところ・秋田桂城短期大学
定 員・２００人
※事前に電話でお申し込みください。
締め切り・６月２５日（金）

※全講座の受講が基本ですが、興味をお持ちの講座
のみの受講も可能です。なお、全５講座を受講さ
れたかたには、修了証を授与します。

問申
・
問

問

申
・
問

問問

開 講 式
東北大学医学部教授
佐々木 英忠 氏
（秋田看護福祉大学学長予定者）

秋田桂城短期大学
看護学科助教授
岩間 薫 氏

秋田桂城短期大学
人間福祉学科講師
工藤 久 氏

弘前大学医学部教授
三田 禮造 氏
（秋田看護福祉大学看護福祉学部長予定者）

秋田桂城短期大学
地域社会学科教授
長崎 健二 氏

閉 講 式

おとしよりの
健康

女性と母性

ち ほう

痴呆性高齢者
の介護

りんごと健康

スパイスの
経済史

１８：３０

１８：４０～
２０：３０

１８：３０～
２０：３０

１８：３０～
２０：３０

１８：３０～
２０：３０

１８：３０～
２０：３０

２０：３０

７／５（月）

７／６（火）

７／７（水）

７／８（木）

７／９（金）

公園を大切にしましょう
問都市計画課（内線３６３）

公園はみんなのもの

第１０回大学公開講座
申問社会教育課（内線２５５）

子ども科学教室参加者募集
申問郷土博物館�４８―７１０１

５つのテーマを分かりやすく解説します

科学マジックを体験

広報大館２００４．６．１�


